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§ 1.メタ磁性

近藤温度のグリiウナイゼン定数は一般に大きく､CeRtl之Si2では約~200にも達する｡ こ

のことは近藤格子においては近藤効果が凝集エネルギーに大きな寄与を持つことを意味す

る｡従って､磁場が印加されて近藤効果が弱 くなると体積が膨張し~､̀体積膨張は更に近藤

温度の低下をもたらす｡体積膨張 と近藤~温渡の低下の関係は､いわば正帰還回路を作る｡

低い近藤温度は磁化が発生 しやすいことを意味し､上記の体積効果はメタ歯性の有力な機

構 となる｡ここでは､体積効果が重要な役割を演ずるメタ磁性の機構を提案する｡

1図は休積を磁場の関数 として､2図は磁化を磁場の関数として示 した｡4本の計算線

はいくつかの正の交換相互作用を仮定 したものである｡近藤温度の60-76%程度の正の交

換相互作用を仮定すると､CeRu2Si2の実験が~定性的には説明できる｡正の交換相互作用

が､この系で存在する直接的な証拠は串いが､休積効果を除いたウィルソン比がメタ磁性

が起こる磁場で大きく増大 してお り､その磁場付近で強磁性的スピン揺動が発達 している

ことを示唆 している｡

-§2.磁気抵抗

近藤格子では大きなグ リュウナイゼン定数から示唆されるように､格子欠陥とか転位の

近傍では局所的に近藤温度が乱れている可能性が高い｡もし近藤温度の分布に乱れがある

時､それは低温での磁気抵抗の原因になる｡

由-Oでは､近藤温度に関係な･くf電子数はスピン ･単位胞当り約 1/ 2である｡位相

のずれは各サ イ トで約7[/2で､各サイ トから同じ散乱を受けれ畔周期系のため残留抵抗

は小さい｡･･一磁場が印加されると､低い近藤温度のサイ トでは位相のずれは冗/2から大き

く異な り､亭い近藤温度のサイ トでは小さく異なる｡したがってHの印加とともに乱れが

大きくなり､低磁場では正の磁気抵抗をもたらす｡しかし磁場の大きrVヽ極限で位相のずれ

はスピンにより0か7tで､磁気抵抗は消える｡したがって磁気抵抗は､ある磁場で符号を

変え負の磁気抵抗になる｡計算結果 は4図に示すように磁化が約半分以上に達すると符号

を変えることを示 している｡3図はメタ磁性の効果を無視したときの磁気抵抗を磁場の関

数 としてこ4図は同じ結果をメタ磁性の効果も含んで場合にも適用できるように磁気抵抗

を磁化の関数 として示 した｡いくつかの曲線は近藤温度の分布の違いである｡近藤温度の

分布が低エネルギーまである時は､低磁場の正の磁気抵抗がHの 1次に比例する｡

ceRu2Si2では､メタ磁性点で磁気抵抗は符号を変えるが､メタ磁性点では磁化が約半分

以上になってお り提案する機構に矛盾 しな.い｡またCeB6等の最近の実験では1次の磁気抵

抗も観測されている｡

-57-



⊂
J

O
^

/̂
vJ
C3
.

0
.
5

h/(1-
j)

図 1 Volumeexpansionmagnifiedb!dlCGrheisen

≡監 違 憲 sn:C,,he=Ovn;憲 琵 Tocf

コ■

隻
畠o･05

0 0.2 0.4
h

図 3

-58-

0.5

h/(1-日

図2 Magnetization,m,asafunctionofmagnetic
丘eldsforscvcralj.

･0 0.5 1.0-
m

_図4


